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情報社会とコミュニティ 

教科書：松原（2014）ソーシャルメディア社会の教育，開隆堂． 



2 

コミュニティの変化 

社会の情報化 情報の社会化 

↓ ↓ 

コミュニティ 

↓ ↓ 

ボーダレス化 クローズド化 

グローバル化 ローカル化 

↓ ↓ 

情報の広域化 情報の狭域化 

↓ ↓ 

広域コミュニティ 狭域コミュニティ 

↓ ↓ 
マルチコミュニティ 

※大小，多少，広狭に渡る無数の 
 コミュニティが多層化・多重化 
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新しいコミュニティ 

地域社会 

↓ ↓ 

地域社会の情報化   情報の狭域化 

↓ ↓ 
従来型の 
コミュニティ 

  
新しい 

コミュニティ 
↓ ↓ 

地域コミュニティ    狭域コミュニティ 
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情報の狭域化によるモチベーションの例 

モチベーションの例 

・集合知を活用した情報共有による地域の活性化 

・地域産業や地域文化を伴った「村起こし」や「町起こし」 

・ボランティアによる地域への貢献 

・災害・復興への情報支援 

・地域住民の新たな課題の創出と協働による問題解決 

・ソーシャルメディア社会の地域化による観光資源の創出 
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マルチコミュニティ 

相対的 

多
重
的 

動 ⇔ 静 
大 ⇔ 小 
量 ⇔ 質 
： ： 
現実 ⇔ 仮想 
： ： 
広域 ⇔ 狭域 
集団 ⇔ 個人 
： ： 
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次に進む ※これより先は非公開です。 PUSH 

情報学教育協働学習（ISECL）へ戻る PUSH 

情報学教育ポータルサイト（ISEPS）へ戻る PUSH 

松原研究室へ PUSH 

メニュー 
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http://www.mlab.sue.shiga-u.ac.jp/isecl/
http://www.mlab.sue.shiga-u.ac.jp/iseps/
http://www.mlab.sue.shiga-u.ac.jp/
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情報学教育の展開編 
 

※これより先は，非公開です。 
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